
【結 果1】速度と非移動確率が低下する
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震災前と比較すると，人々の移動速度は低下し，
動く人々の割合が増加した

【結 果2】活動の回復過程の評価

山間地は震災直後より状態が悪化した可能性がある
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人々の生活が再建したかどうかを，どのように把握するのか

【背景】復旧の実態をどう把握するのか

• インフラ，ライフラインの破壊
• 日常的な行動（生活）への影響自然災害

インフラの復旧状況，経済の回復状況 長期 広域

1. 被災直後に人々がどのような状態にあるのか
2. 地域ごとに復旧状況に差があるのか

人々の行動の回復状況を評価 短期 狭域

移動速度

【手 法】ゼロ過剰モデル

移動速度 v = 0のとき

移動速度 v > 0 のとき

G：ガンマ関数

a：形状母数

b：尺度母数

平均移動速度

平均移動速度E[v](km/h)を1日ごとに推計する

非移動確率
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被災地における住民行動の回復過程に関する分析― 人々の移動速度に着目して ―


